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金
子
堅
太
郎
と
い
え
ば
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ
の
大
河
ド
ラ
マ
に
も

な
っ
た
司
馬
遼
太
郎
の
国
民
的
文
学
『
坂
の
上
の
雲
』
に
も
登
場
す

る
人
物
で
あ
る
。
日
露
戦
争
の
際
ア
メ
リ
カ
の
対
日
世
論
を
好
転
さ

せ
る
べ
く
渡
米
し
、
活
動
し
た
人
物
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
ペ

リ
ー
が
来
航
し
た
一
八
五
三
年
に
生
ま
れ
、
一
九
四
二
年
関
係
の
深

か
っ
た
ア
メ
リ
カ
と
日
本
が
戦
争
に
突
入
し
た
翌
年
八
十
九
歳
の
長

寿
を
全
う
し
て
亡
く
な
る
ま
で
幕
末
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
激
動

の
時
代
を
法
律
家
、
経
済
政
策
通
、
遊
説
家
、
国
際
交
流
人
、
歴
史

家
…
…
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
、
多
彩
な
生
涯
を
送
っ
た
。

し
か
し
不
思
議
な
こ
と
に
こ
れ
ま
で
、
金
子
堅
太
郎
の
本
格
的
な
評

伝
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

で
は
、
著
者
は
な
ぜ
金
子
に
惹
か
れ
評
伝
を
刊
行
す
る
ま
で
に

な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
七
一
年
七
月
に
遡
る
。
ア
メ
リ
カ
大

統
領
ニ
ク
ソ
ン
が
中
国
を
訪
問
す
る
と
の
発
表
が
な
さ
れ
た
。
日
本

政
府
に
こ
の
知
ら
せ
が
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
正
式
発
表
の
わ
ず
か

三
十
分
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
最
大
の
同
盟
国
と
信
じ
て
い
た
ア
メ

リ
カ
の
「
頭
越
し
」
に
よ
る
対
中
政
策
の
突
然
の
変
更
は
〝
ニ
ク
ソ

ン
シ
ョ
ッ
ク
〟
と
し
て
、
佐
藤
首
相
は
じ
め
日
本
に
ア
メ
リ
カ
へ
の

不
信
感
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
総
領
事
館
で

広
報
文
化
担
当
領
事
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
著
者
の
も
と
に
東
京
の

本
省
か
ら
「
ア
メ
リ
カ
人
に
も
っ
と
日
本
人
の
も
の
の
考
え
方
を
強

く
広
報
し
理
解
さ
せ
よ
」
と
の
相
次
ぐ
指
示
が
な
さ
れ
、
行
動
し
た
。

そ
う
す
る
う
ち
、
日
露
戦
争
当
時
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
ア
メ
リ

カ
の
対
日
世
論
の
形
成
に
活
躍
し
た
金
子
堅
太
郎
の
例
を
思
い
つ
い

た
著
者
は
資
料
を
収
集
し
、
調
査
を
進
め
て
い
っ
た
。
そ
の
成
果
は

『
日
露
戦
争
と
金
子
堅
太
郎
―
広
報
外
交
の
研
究
』
と
な
り
、
慶
應

義
塾
大
学
に
提
出
さ
れ
た
学
位
論
文
と
も
な
っ
た
。
こ
う
し
て
金
子

に
関
す
る
研
究
を
ス
タ
ー
ト
し
た
著
者
は
外
務
省
か
ら
大
学
に
職
場

を
移
し
、
授
業
を
担
当
す
る
ほ
か
、
教
育
行
政
に
携
わ
っ
た
り
、
幅

広
い
国
際
交
流
史
の
著
作
に
専
念
し
た
り
、
日
露
戦
争
一
〇
〇
年
を

機
会
に
高
ま
っ
た
同
戦
争
へ
の
関
心
か
ら
同
学
の
士
と
「
日
露
戦
争

研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
会
長
と
し
て
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
、

研
究
書
の
編
集
な
ど
、
金
子
へ
の
関
心
は
持
ち
続
け
こ
つ
こ
つ
と
文

献
と
資
料
は
集
め
て
い
た
も
の
の
、
評
伝
の
執
筆
に
な
か
な
か
と
り

紹
介
と
批
評

松
村
正
義
著

『
金
子
堅
太
郎

―
―
槍
を
立
て
て
登
城
す
る
人
物
に
な
る
』
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か
か
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
格
的
に
金
子
の
伝
記

を
一
書
に
ま
と
め
る
時
間
を
得
て
、
八
十
歳
を
過
ぎ
て
よ
う
や
く
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
う
べ
き
評
伝
の
刊
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
、
本
書
の
内
容
を
ま
ず
目
次
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
に
し
よ
う
。

は
じ
め
に
―
―
そ
の
多
才
な
人
物
の
本
領
は
何
だ
っ
た
の
か

第
一
章　

生
い
立
ち
か
ら
米
国
留
学
ま
で

　
　
　
　

１　
「
槍
を
立
て
て
登
城
す
る
人
物
に
な
る
」

　
　
　
　

２　

米
国
留
学
へ

　
　
　
　

３　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
日
々

　
　
　
　

４　

二
、
三
の
留
学
エ
ピ
ソ
ー
ド

　
　
　
　

５　
「
太
平
洋
に
〝
浮
か
ぶ
宮
殿
〟」
に
帰
る

　
　
　
　

６　

再
び
東
京
へ

第
二
章　

明
治
憲
法
の
起
草
に
参
画

　
　
　
　

１　

保
守
的
政
治
理
論
を
紹
介
し
た
著
書
『
政
治
論
略
』

　
　
　
　

２　

伊
藤
博
文
の
秘
書
官
に

　
　
　
　

３　

憲
法
の
草
案
作
り
と
発
布

第
三
章　

欧
米
諸
国
へ
議
院
制
度
の
調
査
旅
行

　
　
　
　

１　

帝
国
議
会
の
開
会
ま
で
に

　
　
　
　

２　

世
界
旅
行
の
始
ま
り

　
　
　
　

３　

初
め
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

　
　
　
　

４　

し
ば
し
ロ
シ
ア
の
大
地
に
踏
み
入
っ
て

　
　
　
　

５　

イ
タ
リ
ア
で
省
察
し
た
海
外
広
報
へ
の
所
信

　
　
　
　

６　

イ
ギ
リ
ス
議
会
で
の
調
査
収
穫

　
　
　
　

７　

Ｔ
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
の
出
会
い
の
真
相

　
　
　
　

８　

日
本
法
律
学
校
の
初
代
校
長
に
就
任

第
四
章　
「
条
約
改
正
」
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
公
法
会
議

　
　
　
　

１　

日
本
人
で
初
の
国
際
公
法
会
議
準
会
員

　
　
　
　

２　

新
し
い
学
問
・
経
済
学
を
研
究
せ
よ

　
　
　
　

３　

ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
公
法
会
議

　
　
　
　

４　

イ
ン
ド
洋
を
経
て
帰
国

第
五
章　

日
清
戦
争
と
閣
僚
へ
の
道

　
　
　
　

１　

日
清
戦
争
を
奇
貨
と
し
て

　
　
　
　

２　

念
願
の
司
法
大
臣
へ

　
　
　
　

３　

米
友
協
会
の
誕
生

第
六
章　

日
露
戦
争
と
米
国
遊
説

　
　
　
　

１　

伊
藤
博
文
の
密
命
「
ア
メ
リ
カ
を
取
り
逃
が
す
な
」

　
　
　
　

２　

武
士
道
と
ア
ン
ダ
ー
ド
ッ
グ
観
の
広
報
活
動

　
　
　
　

３　
「
余
は
日
本
の
為
め
に
周
旋
の
労
を
執
る
を
辞
せ
ざ
る

べ
し
」

第
七
章　

ポ
ー
ツ
マ
ス
会
議
と
〝
影
の
全
権
委
員
〟

　
　
　
　

１　
「
連
鎖
ノ
任
」
に
就
く

　
　
　
　

２　

金
子
に
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
ロ
シ
ア
皇
帝
の
譲
歩

　
　
　
　

３　

桂
・
ハ
リ
マ
ン
覚
書
の
破
棄
と
高
平
・
ル
ー
ト
協
定
の

締
結

　
　
　
　

４　

伊
藤
博
文
の
暗
殺
事
件
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第
八
章　

日
米
協
会
初
代
会
長
と
枢
密
顧
問
官

　
　
　
　

１　

米
友
協
会
か
ら
日
米
協
会
へ

　
　
　
　

２　

深
刻
化
す
る
日
本
移
民
問
題
と
度
重
な
る
不
運
事

　
　
　
　

３　

枢
密
顧
問
官
と
し
て
活
動

第
九
章　

日
本
近
代
史
の
編
修
者

　
　
　
　

１　

歴
史
家
と
し
て
の
素
質

　
　
　
　

２　
『
維
新
史
』
と
『
明
治
天
皇
紀
』

　
　
　
　

３　

伝
記
の
記
述
方
法
に
思
案
す
る

　
　
　
　

４　

明
治
天
皇
聖
徳
記
念
絵
画
館
の
建
設

第
十
章　

太
平
洋
戦
争
の
勃
発
と
金
子
の
死
去

　
　
　
　

１　

一
九
四
一
年
一
二
月
上
旬
の
金
子
の
『
日
記
』

　
　
　
　

２　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス
紙
の
追
悼
記
事

　

目
次
の
項
目
を
一
瞥
し
た
だ
け
で
も
金
子
が
い
か
に
長
期
に
わ
た

り
多
方
面
で
活
躍
し
た
か
が
見
て
と
れ
よ
う
。

　

福
岡
藩
士
の
長
男
に
生
ま
れ
た
金
子
は
す
で
に
四
歳
の
時
、
修
験

者
が
「
こ
の
子
は
槍
を
立
て
て
登
城
す
る
人
物
に
な
ろ
う
」
と
見
立

て
た
ほ
ど
の
秀
才
で
あ
っ
た
。
藩
校
の
修
猷
館
で
み
っ
ち
り
漢
学
を

学
び
、
や
が
て
東
京
に
出
て
漢
学
か
ら
洋
学
に
転
向
す
る
決
意
を
し

た
金
子
に
旧
藩
主
黒
田
長
薄
の
命
に
よ
り
黒
田
家
の
出
資
に
よ
っ
て

ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
が
決
ま
る
。
ボ
ス
ト
ン
に
落
ち
着
き
、
ま
ず
ラ

イ
ス
普
通
学
校
で
英
語
を
学
ん
だ
が
、
こ
こ
で
の
最
大
の
収
穫
は
デ

ク
ラ
メ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
演
説
の
仕
方
を
学
ぶ
課
目
で
鍛
え
ら

れ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
後
の
雄
弁
家
、
日
露
戦
争
の
折
日
本

の
立
場
を
ア
メ
リ
カ
人
に
説
く
適
任
者
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
る
。

や
が
て
金
子
は
名
門
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
に
入
学

し
、
徹
底
的
に
法
律
を
学
ん
だ
。
一
年
前
に
こ
の
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル

で
学
ん
で
い
た
の
が
文
部
省
官
費
留
学
生
と
し
て
や
っ
て
き
た
後
の

外
務
大
臣
小
村
寿
太
郎
で
あ
っ
た
。
小
村
が
勉
学
一
筋
で
あ
っ
た
の

に
対
し
、
金
子
は
勉
学
面
と
同
時
に
ハ
ー
バ
ー
ド
の
他
学
部
の
教
授

や
地
元
の
上
流
社
会
の
人
々
を
週
末
に
訪
問
し
た
り
晩
餐
に
招
か
れ

た
り
す
る
な
ど
社
交
面
で
も
活
躍
し
、
人
脈
を
広
げ
て
い
っ
た
。
八

年
に
及
ぶ
留
学
を
終
え
て
帰
国
し
た
金
子
は
エ
ド
マ
ン
ド
・
バ
ー
ク

の
保
守
的
政
治
思
想
を
紹
介
し
た
著
書
『
政
治
論
略
』
を
刊
行
し
て

伊
藤
博
文
に
見
出
さ
れ
、
明
治
憲
法
の
起
草
に
参
画
す
る
こ
と
に
な

る
。
や
が
て
欧
米
諸
国
の
議
会
制
度
を
調
査
す
る
旅
行
の
途
上
、
将

来
ア
メ
リ
カ
を
担
う
よ
う
な
人
物
―
―
国
家
公
務
員
試
験
制
度
委
員

長
の
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
知
己
を
得
る
。
後
の
大
統
領

ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
と
金
子
は
と
も
に
ハ
ー
バ
ー
ド
の
出
身
で
あ
る
が
、

在
学
中
は
学
部
が
異
な
り
「
二
人
は
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
」
は
俗
説
で
あ

る
。

　

約
一
年
に
及
ぶ
欧
米
旅
行
か
ら
金
子
は
い
く
つ
か
の
大
き
な
成
果

を
得
て
帰
国
す
る
が
、
著
者
は
そ
れ
を
次
の
四
つ
に
ま
と
め
る
。
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（
１
） 

一
国
の
憲
法
に
は
、
そ
の
国
の
歴
史
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
（
２
）　

一
国
が
海
外
広
報
活
動
を
行
う
場
合
に
は
、
そ
の
国
の
新

し
い
事
情
を
記
し
た
著
作
を
国
際
的
な
言
語
で
大
量
に
刊

行
し
配
布
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
（
３
）　

こ
れ
か
ら
は
、
新
し
い
学
問
と
し
て
経
済
学
を
学
ば
な
け

れ
ば
政
治
は
お
こ
な
え
な
い
。

　
（
４
）　

新
興
の
大
国
ア
メ
リ
カ
の
未
来
の
大
統
領
と
面
識
を
得
た

こ
と
は
、
何
に
も
ま
し
て
大
き
な
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

帰
国
後
、
山
県
有
朋
の
推
挙
で
日
本
法
律
学
校
（
後
の
日
本
大

学
）
の
初
代
校
長
に
就
任
と
同
時
に
慶
應
義
塾
の
法
学
部
開
設
に
も

関
与
す
る
な
ど
、
日
本
に
お
け
る
法
律
学
研
究
の
学
生
、
研
究
者
の

教
育
と
養
成
に
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
経
済
学
の
研
究
に

着
手
し
、
著
書
『
経
済
政
策
』
を
刊
行
す
る
ま
で
に
至
る
。
農
商
務

次
官
に
就
任
す
る
と
日
清
戦
争
に
対
応
す
る
た
め
八
幡
製
鉄
所
と
商

業
会
議
所
の
創
設
を
お
こ
な
い
、
農
業
立
国
論
を
採
ら
ず
商
工
立
国

を
指
向
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
そ
し
て
農
商
務
大
臣
に
就
任
し
、

労
働
者
を
保
護
す
る
工
場
法
立
法
も
考
え
る
が
、
や
が
て
念
願
の
司

法
大
臣
の
座
に
就
く
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
政
変
の
た
め
わ
ず
か
六

カ
月
の
在
任
に
終
わ
り
、
司
法
官
連
袂
事
件
も
あ
っ
て
伊
藤
博
文
に

叱
責
さ
れ
る
な
ど
、
残
念
な
が
ら
そ
の
法
律
の
専
門
知
識
を
生
か
す

こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
だ
が
、
金
子
に
適
任
の
ポ
ス
ト
が
用
意
さ

れ
た
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
し
た
日
本
人
が
作
っ
て
い
る
日
米
親
善

の
組
織
は
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、
そ
れ
を
統
合
し
た
米
友
協
会
の
会

長
に
就
任
し
、
ペ
リ
ー
提
督
上
陸
の
記
念
碑
建
立
を
実
現
し
た
の
で

あ
る
。

　

日
露
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
、「
ア
メ
リ
カ
を
取
り
逃
が
す
な
」

と
の
伊
藤
の
熱
心
な
要
請
に
よ
り
、
金
子
は
五
度
目
の
渡
米
を
お
こ

な
う
。
日
本
が
ロ
シ
ア
の
強
欲
と
無
理
解
の
た
め
止
む
を
得
ず
戦
い

に
訴
え
る
に
至
っ
た
こ
と
を
ア
メ
リ
カ
国
民
に
周
知
徹
底
し
、
ま
た

黄
禍
論
の
再
発
を
防
ぐ
と
同
時
に
高
平
駐
米
公
使
（
当
時
）
と
密
接

な
連
絡
を
と
り
な
が
ら
対
米
関
係
を
緊
密
に
す
る
重
大
な
使
命
を
帯

び
て
の
渡
米
で
あ
っ
た
。

　

金
子
は
旧
知
の
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
ア
ド
ヴ
ァ
イ
ス
を
得
な

が
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
中
心
に
東
部
の
諸
都
市
で
講
演
、
新
聞
や
雑

誌
へ
の
寄
稿
、
大
学
関
係
者
、
知
識
人
対
象
の
集
会
な
ど
、
ア
メ
リ

カ
の
日
本
へ
の
見
方
を
好
転
さ
せ
る
べ
く
一
年
余
に
わ
た
っ
て
あ
ら

ゆ
る
努
力
を
払
い
、
つ
い
に
対
日
世
論
を
八
割
方
親
日
化
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
講
和
に
向
け
て
隋
員
を
通
じ
て
イ
エ
ー
ル
大

学
に
接
触
し
、
講
和
条
件
に
つ
い
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
も

ら
い
、
そ
の
成
果
を
「
覚
書
」
と
し
て
き
た
る
べ
き
講
和
会
議
に
備

え
た
。
日
本
は
領
土
と
賠
償
金
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
と
の
「
覚
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書
」
の
見
解
は
ま
さ
に
会
議
で
紛
糾
す
る
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
点

を
指
摘
し
て
い
た
。
講
和
会
議
が
近
づ
く
と
金
子
は
広
報
大
使
と
し

て
の
自
分
の
役
割
は
終
わ
っ
た
と
考
え
、
活
動
も
控
え
て
静
か
に
時

局
の
経
過
を
観
察
す
る
よ
う
に
な
る
。
講
和
会
議
が
大
西
洋
岸
北
部

の
軍
港
ポ
ー
ツ
マ
ス
で
の
開
催
が
決
ま
っ
た
時
点
で
、
金
子
は
ル
ー

ズ
ベ
ル
ト
大
統
領
の
〝
夏
の
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
〟
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
郊

外
に
あ
る
サ
ガ
モ
ア
・
ヒ
ル
の
別
荘
に
招
か
れ
た
。
大
統
領
と
金
子

は
日
本
の
戦
後
政
策
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
が
、
将
来
日
本
は
ア
ジ

ア
に
対
し
て
非
干
渉
の
〝
モ
ン
ロ
ー
主
義
〟
を
採
る
べ
き
だ
と
の
見

解
を
大
統
領
が
語
っ
た
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会
議
が
開
始
さ
れ
る
と
主
役
の
座
は
全
権
の
小

村
寿
太
郎
外
相
に
移
り
、
会
議
直
前
か
ら
会
議
の
全
期
間
を
通
じ
て

日
本
側
の
広
報
活
動
が
消
極
的
に
な
っ
た
の
に
対
し
、
ロ
シ
ア
側
は

ウ
イ
ッ
テ
全
権
の
登
場
と
と
も
に
す
さ
ま
じ
い
広
報
宣
伝
活
動
を
展

開
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
を
は
じ
め
ア
メ
リ
カ
の
対
日
、
対
露
世
論
は

逆
転
し
た
か
の
様
相
を
呈
し
た
。
し
か
し
、
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
大
統
領

は
日
本
の
要
求
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
ロ
シ
ア
側
を
説
得
、
ロ
シ
ア

は
樺
太
の
南
半
分
を
日
本
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
同
意
し
た
の
で
あ
っ

た
。
不
思
議
な
こ
と
に
こ
の
ロ
シ
ア
の
譲
歩
に
つ
い
て
大
統
領
は
金

子
に
一
切
語
ら
ず
「
日
米
外
交
史
上
の
謎
」
で
あ
る
と
い
う
。
帰
国

後
、
金
子
は
ア
メ
リ
カ
国
民
に
対
す
る
見
事
な
広
報
活
動
と
講
和
斡

旋
に
お
け
る
大
統
領
と
の
親
密
な
連
携
プ
レ
ー
が
高
く
評
価
さ
れ
、

枢
密
顧
問
官
に
親
任
さ
れ
、
男
爵
か
ら
子
爵
に
昇
爵
し
た
。

　

こ
こ
ま
で
が
、
金
子
の
人
生
の
な
か
で
輝
い
て
い
た
時
期
で
あ
っ

た
。
日
露
戦
争
後
、
ワ
ー
ル
ド
パ
ワ
ー
の
一
員
と
な
っ
て
世
界
の
舞

台
に
登
場
し
て
き
た
日
本
は
、
ア
メ
リ
カ
に
と
っ
て
警
戒
す
べ
き
国

と
な
り
、
日
本
に
お
い
て
も
日
本
移
民
排
斥
を
め
ぐ
っ
て
対
米
不
信

が
拡
が
り
、
金
子
は
日
米
協
会
の
会
長
と
し
て
「
国
民
外
交
」
の
展

開
に
力
を
注
ぐ
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
親
交
の
深
か
っ
た
ル
ー
ズ

ベ
ル
ト
の
死
去
、
日
米
協
会
に
理
解
の
あ
っ
た
原
首
相
の
暗
殺
、

ハ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
統
領
、
ワ
シ
ン
ト
ン
会
議
を
ま
と
め
た
加
藤
友
三

郎
の
相
次
ぐ
死
去
を
目
の
あ
た
り
に
し
、
さ
ら
に
関
東
大
震
災
に

よ
っ
て
愛
娘
を
は
じ
め
貴
重
な
蔵
書
と
明
治
憲
法
、
日
露
戦
争
関
連

の
文
書
、
書
簡
を
失
う
な
ど
相
次
ぐ
不
幸
に
よ
っ
て
、
失
意
の
う
ち

に
日
米
協
会
会
長
を
辞
任
す
る
。
日
米
移
民
問
題
の
こ
じ
れ
か
ら
ア

メ
リ
カ
に
裏
切
ら
れ
た
と
感
じ
た
金
子
は
、
老
齢
化
と
と
も
に
次
第

に
嫌
米
化
し
て
い
く
。
ロ
ン
ド
ン
海
軍
軍
縮
条
約
の
批
准
を
め
ぐ
る

浜
口
内
閣
の
措
置
を
統
帥
権
干
犯
と
批
判
し
、
美
濃
部
達
吉
教
授
の

「
天
皇
機
関
説
」
を
論
難
す
る
ま
で
に
な
っ
た
。
そ
の
姿
勢
は
グ

ル
ー
大
使
が
「
日
本
に
お
け
る
米
国
の
も
っ
と
も
よ
き
友
人
と
い
う

伝
説
的
後
光
に
包
ま
れ
て
い
る
が
…
…
根
本
的
に
は
も
っ
と
も
友
好

的
で
な
い
」
と
批
評
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
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金
子
が
晩
年
に
力
を
注
ぎ
、
後
世
に
残
っ
た
仕
事
は
日
本
近
代
史

の
編
集
者
と
し
て
の
仕
事
で
あ
っ
た
。
ま
ず
ア
メ
リ
カ
留
学
を
学
資

の
面
で
可
能
に
し
て
く
れ
た
福
岡
の
旧
藩
主
黒
田
家
へ
の
恩
義
に
報

い
る
た
め
、
同
家
の
始
祖
黒
田
官
兵
衛
の
伝
記
を
『
黒
田
如
水
伝
』

と
し
て
刊
行
、
さ
ら
に
浩
瀚
な
『
明
治
天
皇
紀
』、『
維
新
史
』
を
編

纂
し
完
成
さ
せ
た
。
そ
の
際
欧
米
諸
国
の
偉
人
伝
な
ど
も
調
査
し
て
、

伝
記
の
記
述
の
方
法
に
工
夫
を
凝
ら
し
、
年
代
順
に
記
述
す
る
と
同

時
に
そ
の
日
、
そ
の
日
の
出
来
事
に
つ
い
て
も
簡
潔
な
説
明
を
加
え
、

歴
史
に
新
し
い
視
点
を
盛
り
込
む
よ
う
に
し
た
。
さ
ら
に
明
治
神
宮

外
苑
の
聖
徳
記
念
絵
画
館
の
完
成
に
も
尽
力
し
た
。

　

一
九
四
一
年
十
二
月
八
日
、
日
米
開
戦
と
日
本
陸
海
軍
の
目
覚
ま

し
い
戦
果
に
「
祝
賀
」
と
日
記
に
記
す
。
翌
四
二
年
五
月
十
七
日
八

十
九
歳
で
天
寿
を
全
う
し
た
。
六
月
の
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
イ
海
戦
に
お
い

て
日
本
海
軍
が
大
敗
北
を
喫
す
る
直
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
太
平
洋

戦
争
激
戦
の
最
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ス

紙
は
「
金
子
伯
爵
逝
く
。
平
和
の
唱
道
者
。
八
十
九
歳
。
枢
密
顧
問

官
、
日
本
憲
法
の
起
草
に
参
画
。
ポ
ー
ツ
マ
ス
講
和
会
議
へ
の
代
表
。

セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
友
人
―
―
日
米
間
の
友
好
を
説
い
た

…
…
」
と
一
コ
マ
数
十
行
に
わ
た
る
長
文
の
追
悼
の
辞
を
掲
げ
た
。

　

ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
金
子
堅
太
郎
の
広
報

外
交
へ
の
関
心
を
も
っ
た
著
者
は
以
後
「
金
子
研
究
へ
の
誘
惑
に
駆

ら
れ
っ
ぱ
な
し
の
連
続
」
と
な
り
、『
日
露
戦
争
と
金
子
堅
太
郎
―

広
報
外
交
の
研
究
』（
新
有
堂
、
一
九
八
七
年
）
刊
行
以
来
、
金
子

研
究
の
虜
に
な
っ
た
。
以
後
こ
つ
こ
つ
と
文
献
と
史
料
を
集
め
、
そ

れ
ら
を
読
み
こ
ん
で
い
っ
た
。
金
子
ゆ
か
り
の
地
を
訪
れ
、
写
真
に

収
め
る
な
ど
ま
さ
に
金
子
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
労
を
い
と
わ
ず
評

伝
の
執
筆
に
情
熱
を
燃
や
し
、
そ
れ
が
結
実
し
た
の
が
本
書
で
あ
る
。

生
い
立
ち
か
ら
死
去
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
の
足
跡
が
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
な
が
ら
紹
介
さ
れ
る
。
だ
が
、
著
者
は
金
子
を
無
条
件
で
賛

美
す
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
。
日
本
の
躍
進
に
伴
い
、
中
国
人
、

朝
鮮
人
へ
の
蔑
視
が
生
じ
た
こ
と
や
、
日
米
戦
争
回
避
に
努
力
し
、

今
日
で
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
知
日
派
の
グ
ル
ー
大
使
と
は
「
馬

が
合
わ
な
か
っ
た
」
よ
う
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
日
米
開
戦

と
緒
戦
の
目
覚
ま
し
い
戦
果
を
祝
っ
た
の
は
、
日
本
移
民
法
案
が
議

会
を
通
過
し
て
以
来
嫌
米
化
し
た
金
子
の
「
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
…
…
、
彼
は
ア
メ
リ
カ
人
的
気
質
を
持
ち
な

が
ら
も
や
は
り
日
本
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
の
記
述
な
ど
、
時

代
と
と
も
に
変
わ
り
ゆ
く
金
子
を
描
い
て
い
る
。

　

金
子
堅
太
郎
の
あ
ま
り
に
も
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
著
者
は
「
自

書
を
語
る
」
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
い
う
。「
金
子
を
巡
る
研
究
者

に
と
っ
て
、
彼
の
本
領
は
一
体
何
だ
っ
た
の
か
。
法
律
家
だ
っ
た
の

か
、
経
済
政
策
通
だ
っ
た
の
か
、
国
際
交
流
家
だ
っ
た
の
か
、
そ
れ
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と
も
歴
史
編
纂
家
だ
っ
た
の
か
。
金
子
の
研
究
者
は
苦
慮
さ
せ
ら
れ

る
に
違
い
な
い
。
結
局
、
浅
慮
の
結
果
と
し
て
筆
者
が
到
達
し
た
結

論
は
、
彼
は
、
弁
舌
に
長
け
た
社
交
家
だ
っ
た
と
い
う
素
質
を
基
礎

に
、
足
掛
け
八
年
に
及
ぶ
米
国
留
学
で
鍛
え
た
抜
群
の
英
語
力
を
駆

使
し
て
近
代
日
本
の
発
展
を
世
界
に
広
報
し
続
け
た
〝
国
際
人
〟
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
」。

　

金
子
堅
太
郎
研
究
に
取
り
組
む
こ
と
四
十
年
余
、
本
書
が
大
学
の

テ
キ
ス
ト
、
学
術
書
の
刊
行
で
定
評
の
あ
る
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
か
ら

「
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選
」
の
一
冊
と
し
て
上
梓
さ
れ
た
こ
と
は
、

今
日
的
に
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
従
軍
慰
安
婦
、

南
京
事
件
、
歴
史
認
識
な
ど
中
国
、
韓
国
が
仕
掛
け
る
「
日
本
悪
玉

論
」
の
世
界
に
向
か
っ
て
の
宣
伝
、
広
報
活
動
は
目
に
余
る
も
の
が

あ
る
。
日
露
戦
争
時
の
金
子
が
展
開
し
た
日
本
の
広
報
活
動
を
学
び

直
す
た
め
に
も
本
書
が
世
に
出
た
こ
と
を
喜
び
た
い
。

（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
四
年
、
二
八
四
頁
）

池
井　
　

優


